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Feliĉan Someron 2017! 

 

 

自然の中で楽しく過ごしましょう ! 

 

☆ 日 時：９月月９日(土)13：30～１０日(日)12：00 1泊2日 

☆ 場 所：八ヶ岳エスペラント館 

       〒408－0031 山梨県北杜市長坂町小荒間1897－1 

       電話 0551（32）7335 

☆ 内 容：講演 大庭篤夫氏(東京エスペラントクラブ)、エスペラント習

得法やポーランドで行われたザメンホフ没後100年記念式に参

加されたお話などをしていただく予定です。 

参加者の発表（自由なテーマで5分程度、全員にエスペラント 

で発表をお願いします）、歌、オカリナ演奏 

１０日は、近くにある「八ケ岳リードオルガン美術館」を訪ね

る予定です。入館料700円(団体割引)が必要です。 

☆ 参加費：5,000円（1泊2食代）上記入館料は別途各自負担となります。 

☆ 申込み：久場さんまで  

☆ 締 切：8月末 

 

 

    

 

     2017年 7月 
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○ 日 時： 2017 年 6 月 3 日（土）13 時 30 分～16 時 45分 

○ 場 所： 町田市生涯学習センター 6 階 美術工芸室 

○ お客様： S-ro  KAWABATA Yuto 

S-ino Fanny Karin KAWABATA Tjader (Fanjo) 

○ 参加者： 明石、上農、河合、木島、桐山、クーヴェ、久場、鳥居、永木、 

米山、山本（美） ＊会員以外 2人（谷羽、山本（も）） 計 15人 

 

S-ino上農の司会で、La Espero 斉唱後、引き続き、参加者全員がエスペラント

で自己紹介を兼ね、自分の住んでいる町の紹介を行った。 

その後、川端祐人・Fanjo 夫妻から、自己紹介及び二人のこれまでのエスペラン

トとの関わりについて、写真を見ながら、興味深い話を聞くことができた。 

川端祐人さんは、3 年前に開催されたグローバル・フェスタで、エスぺラントを

知り、その後、川崎エスぺラント会の講座を受講した。仕事の関係でロンドンへ滞

在時、パスポルタ・セルボや友人を介して、ヨーロッパ各地でのエスぺラントの会

合、IJK、UK 等に参加し、エスぺラントとのつながりが深まっていった。そして、

大会等で Fanjo さんと知り合い、昨年 10 月に結婚、現在は、大崎に住んでいる。 

一方、Fanjo さんは、スウェーデンのストックホルム出身で、ストックホルムの

エスぺラント会の役員として、多くの外国からのエスペランティストとの会合や近

隣の案内等を通して、エスぺラントに対する思いが深まったようである。また、二

人とも vegetarano とのことで、エスぺランティストにも多く見受けられるとのこ

とであった。その後、参加者から質問が寄せられ、川端夫妻の紹介等は終了した。 

S-ro 川端のエスペラント交流についての穏やかな話から、その体験を通して多

くのことを得ることができたということがわかった。また、 Fanjo さんは笑顔を

絶やさず、しかも聞く人にテーマに沿ってきちんと伝えることができる方のようで

あった。 

続いて、ひだまり荘グループによる歌唱指導、オカリナ演奏、クーヴェさんによ

る単語当てクイズを行い、La Tagiĝoを斉唱して閉会した。 

その後、川端夫妻とともに、フランス料理店“シェ・プルミエ”で懇親会を行っ

た。若い夫妻を囲んでの会食、懇談は大いに盛り上がった。  

   報告：山本 

 

 

AMUZA KUNVENO  en  Maĉida  2017 <Raporto> 
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<報告その１> 

 

 ５月３０日(火)、韓国からのお客様が火曜日の学習クラス(会場:ひだまり荘)を

訪問しました。 

(参加者: KIM Onnuri(韓国) 、明石、上農、河合、久場、鳥居 計６人) 

 

Onia さん 

     UENO Yuriko 

 

Onia さんは韓国、ソウル近郊の町から来た２7 歳（満年齢で２5歳）の絵描きさ

んです。Onia とは愛称で（本名は KIM Onnuri）、名付け親は s-ro LEE Jungkee だ

そうです。エスペラントを始めたのは 7,8 年くらい前で、一度中断して、エスペラ

ントは自分にとって何なのか考えたそうです。でも、エスペラント界に戻ってきま

した。エスペラントの何が彼女をそうさせたのか興味がありますが、その理由を聞

く時間がありませんでした。彼女の話から確かな考えを持っている女性であると感

じました。 

 その Onia さんが日本に来ている、ということを知ったのは川崎エスペラント会

の北川郁子さんの Eraj などのメーリングからでした。Onia さんが町田に来ること

が決まってから、Line を使って３人が情報を共有するというやり方で、Onia さん

と私は町田駅で無事に会うことができました。 

ひだまり荘には遅れて着きましたが、メンバー４人が笑顔で迎えてくれました。

このあたたかな出迎えは Onia さんをほっとさせたことでしょう。約束の時間に遅

れたことをとても気にかけていましたから。自己紹介のあと（鳥居さんの挨拶は韓

国語で）、メンバーの普段の学習を見てもらいました。日本の歌（エスペラント）

のコーラスも聞いてもらいました。 

突然、ひだまり荘の会合にお客様を連れていき、迷惑をかけてしまったかもしれ

ません。感想を聞かせていただけたら、嬉しいです。 

（Onia さんの日程の都合で土曜日は実現できませんでした。） 

お寿司でのもてなしに Oniaさんはとても喜んでいました。 

 

 

  



 5 

<報告その２> 

La 50-a Seminario en Nagojo                 

  UENO Yuriko 

 

 今年のセミナリーオはこれまでの形式で行う最後の合宿ということを代表世話

人の石川智恵子さん（現 JEI 総務部長、副理事長）から聞いて参加を決めた。 

 

Ĉi-jare la 50-a Seminario okazis en Nagojo.  Vi certe konas la urbon Nagojo 

pri la historiaj gravuloj aǔ la onidiro pri pompaj kunportaĵoj de edzino en 

geedziĝo.  Fakte Japanoj bone konas la tri gravulojn , nome la feǔdestrojn ODA 

Nobunaga, TOYOTOMI Hideyosi kaj TOKUGAWA Ieyasu en la regiono 

Nagojo( antaǔe oni nomis ĝin la regiono ‘Owari’).  Kaj oni vidas la grandiozan 

kastelon kun oraj orkoj.  Kaj nun la kafejo ‘KOMEDA’, kiu devenis el Nagojo 

kaj ofertas trinkaĵojn kaj manĝaĵojn malkare, estas fame konata en Kantoa 

regiono.  Malgraǔ tio, mi ne havis rimarkindajn interesojn pri la kultulo kaj 

historio en Nagojo.  Plue ĉar ĝi situas inter la nuna ĉefurbo Tokio , malnova 

ĉefurbo Kioto kaj la granda komerca urbo Oosako, mi ne havis ŝancon viziti la 

urbon ĝis ĉi-foja vizito al Nagojo.  Tamen mi povis koni la urbon Nagojo pri la 

vizitindaj lokoj historie kaj kultule pro la gvido de s-ro Nagase de la membro de 

Nagoja Esperanto-centro.  Li gvidis 4 partoprenantojn al la modernaj kaj 

memorindaj lokoj: la parko situanta meze de la strato, kie prezentas mansignojn 

de la famuloj, la novkonstruaĵo kun la operdomo kaj muzeo, kaj altano.  Laste 

li kondukis nin al vendejo de ceramikaĵo ’NORITAKE’ kaj finfine ni atingis la 

sintoisman templon “ATUTA”.  Mi eltrovis la novan urbon Nagojo dank’ al la 

sufiĉe mirinda klarigo de s-ro NAGASE, loĝanta en Nagojo dum longa tempo. 

La domo de la seminario ‘Aichi Women’s Center’ staras kontraǔ la ‘Nagoja City 

Archives’ kaj troviĝas proksime de la seminariejo la urbodomo kaj gubernia 

oficejo, kiuj estis konstruitaj en la komenco de la Ŝjoǔa  epoko.  Ĉar la 

seminariejo estas ĉirkaǔita de la trankvila areo, la partoprenantoj dediĉis sin al 

la seriozaj plurtagaj kursoj pri la konversacio kaj lernado de Esperanto. 

La gvidantoj de la kursoj estis s-ro Hujimaki Ken’iti kaj s-ino LI 

Hyonsuk(karesa nomo estas Jesa) el Koreio kaj krome estis la Memstara Klaso, 

kiun s-ro Yamakawa Syuiti zorgis.   

Mi apartenis en la klaso de s-ro Hujimaki Ken’iti kaj lernis la gramatikan 

aferon de Esperanto, utiligante du librojn: unu estis “ Ivan la Malsaĝulo” verkita 

de Tolstoj kaj alia estis “La Fenomeno Esperanto” verkita de W. Auld.  La 

seriozaj plurtagaj lernadoj sinkigis ĉiujn lernantojn en la ekzercadon de la 

gvidanto. 
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La partoprenantoj ĝuis konversacion kaj kulturojn pri Koreio kaj Japanio en 

Esperanto en la Komuna Programo kaj ĉiu manĝotempo.  Kaj tie mi konatiĝis 

kun s-ino Taniwa Miki, kiun mi invitis al la Amuza Kunveno.  Ŝi eklernis 

Esperanton lastjare en la ‘Open College’ ĉe la  universitato Tokio pri fremda 

lingvo, kie s-ro Kimura Goro gvidis. 

Seminario kaj renkontiĝo estas la bonaj okazoj por havi ŝancon altigi mian 

kapablon pri Esperanto kaj koni talentajn homojn por mi.  Mi pasigis tre 

agrablan tempon dank’ al la organizantoj de la 50-a Esperanto-Seminario en 

Nagoyo. 

 

 名古屋でのセミナリーオのあと、今回で５０回となるのだから１回目はどこで、

どのようにして始まったのか調べてみた。JEIの福田さんや石川さんに問い合わせ

てみた。それからわかったことは菊島和子さんらによって１９６８年ころに焼津の

青年の家から始まったらしいということだ。そして「焼津の合宿」として徐々に全

国に知られていった。私が初めて焼津の合宿に参加したのは１９８２年のころであ

ったと思う。泉幸男さんのクラスに参加したが、予習をしなかったので結果はさん

ざんであったことは今では私の懐かしい思い出となっている。地方の大学のエスペ

ラントクラブに所属し、他の大学との交流もなくエスペラントに関する情報が少な

かったことは仕方がなかったとしても、もう少し意欲があったら、今頃、もっと話

せていただろうと後悔している。でも、今が最良の時と考え、エスペラントの学習

に熱中している。 

 

 

編集後記 

大震災、原発事故、戦争、気候変動、感染症、地球磁場消滅など危機感が強ま

っています。エスペランティストとして希望をもった見識・知識・行動力で対策

をたてていきましょう。 編集 早川 

 参考 https://goo.gl/BkSMtW  https://www.goo.gl/1QAWzj  

次号１６０号は、１０月発行予定。原稿は永木さん宛に送付してください。 

          夏休みのお知らせ 

          

★ 火曜日学習会 １０時～１１時３０分 ひだまり荘 

７月２５日から８月２９日まで休みます。９月５日から再開します。 

★ 土曜日学習会 １４時～１６時３０分 町田市生涯学習センター 

７月２２日と２９日はお休みします。 

 

https://goo.gl/BkSMtW
https://www.goo.gl/1QAWzj

